
□ 来 の支玲t言れ 上ス下のβ昌い |ミ ク台たよ。

巧ミ核 桂々 りの糸口屹 |ミ は 三にコントリアゃ (考【組 体 )な どの泰四月セ月、窪 菅

勤＼ヽすよぃ。 一 方、 11、 たゴの具ネ像性‖りの祭り月7に |■ ■トコントリアハ

あろ。 マ_グリスらは 実核牲/faの

・ トコントリアや(業 路柔体 )しミ
つしヽて tし もと月、くィIア柔休抜生牛切たちたtの か、イィの祭0月F生 午物の

祭
`潟

に向 l・ 琢実りと まれろミし■ロイタ茂 亡欠負 と ん えた。

三トコンドリアャ (彙糸主体 )に は 本級内 のものとは 要チよろ券大自の

c)NA)ハ 77/五 し、神度 内 .い それぞ久パ ノデグ しtょ ,■ すオ宮埴

うる。 このこと |ま 、ミれらの不口月2/1x‰ 呟 ハヽ 原核 社旬 に由来 する

と考えるネPおくしの |っ とイよ〉てoう ろ。
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'美
キ ヤの千 な条好 のように 力ろ任物 の条口月τ灼 :ミ ほかの任物 ハヽ

τ負りこ1人 マつ4生 すめ・ Y宅 イηという力`。

(知 月τ内人生 )


